
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

司馬史観と町田史観の相克 
―薩摩藩・島津久光を素材にして 

■ 

最
前
線
を
ゆ
く
３
氏
の
講
演
会
＆
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

 

 
第 2部・シンポジウム 司馬作品には多くの誤謬が見える。だからといって彼の作品の価値が 

損なわれるものではない。３氏に共通する「読み手の意識変革がなければ、 

作品価値を損ねてしまう」という認識を基に、希代の作家の姿とその作品を考えていく。 

［コーディネーター］朝山大吾（よみうりカルチャー） 

［会場］東京国立博物館平成館大講堂 
（JR 上野駅公園口・JR 鶯谷駅南口から徒歩 10 分） 

11 時 30 分～16 時 30 分（開場 11 時 00 分） 
 

［参加費］会場 6,600 円 動画視聴 5,500 円 
●講座詳細・申込み方法は QR コード（よみカル HP）から 

主催                              お問い合わせ ☎03・3642・4301担当：朝山（新選組幕末講座担当） 

後
日
本
人
の
歴
史
認 

識
の
形
成
に
多
大
な
影
響 

を
与
え
た
の
は
、
司
馬
遼 

太
郎
に
よ
る
「
司
馬
史
観
」 

で
あ
っ
た
。
そ
の
世
界
観 

は
、
「
国
家
よ
り
も
個
人
」

「
理
念
よ
り
も
志
」
を
基
調
と
し
、
幕
末
・

維
新
の
英
雄
た
ち
を
近
代
化
の
担
い
手
と

し
て
描
い
た
。 

一
方
で
、
近
年
の
歴
史
研
究
は
様
々
な

史
料
・
文
献
な
ど
に
基
づ
く
実
証
分
析
を

通
じ
て
、
司
馬
史
観
の
物
語
的
構
造
を
再

検
討
し
つ
つ
あ
る
。
演
者
の
こ
れ
ま
で
の
幕

末
政
治
史
の
研
究
は
、
こ
の
点
を
意
識
し

た
も
の
で
あ
る
。 

本
講
演
で
は
、
薩
摩
藩
お
よ
び
島
津
久

光
を
素
材
に
し
な
が
ら
、
両
史
観
の
方
法

論
的
・
思
想
的
相
克
を
考
察
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
い
。 

幕
末
・
維
新
史
研
究
者
に
よ
る
「
司
馬
遼
太
郎
作
品
」論 

町田明広氏 
神田外語大教授 

司馬遼太郎のつくった新選組を考える 
―「政治」をキーワードとして 

中村武生氏 
京都女子大非常勤講師 

戦争から遡及する歴史「物語」 
―司馬遼太郎『花神』を手がかりに 

在
の
新
選
組
イ
メ
ー
ジ
を
つ
く
っ
た

の
は
司
馬
遼
太
郎
の
小
説
と
い
っ
て
よ
い
。

『
新
選
組
血
風
録
』
『
燃
え
よ
剣
』
等
で
あ

る
。
過
言
で
は
な
い
。
演
者
も
中
高
生
の
こ

ろ
愛
読
し
た
。
し
か
し
ど
れ
だ
け
お
も
し 

ろ
く
て
も
創
作
物
な
の
で
あ
る
。 

演
者
は
い
ま
研
究
者
と
し
て
新
選
組
と

対
し
て
い
る
。
信
用
で
き
る
同
時
代
史
料

等
に
よ
っ
て
幕
末
史
に
位
置
づ
け
よ
う
と

し
て
い
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
政
治
」
で
あ

る
。
彼
ら
を
政
治
家
集
団
と
み
て
い
る
。 

司
馬
は
新
選
組
を 

政
治
か
ら
切
り
離
し 

た
。
な
ぜ
な
の
だ
ろ 

う
。
そ
れ
を
考
え
た 

い
。 

竹本知行氏 
安田女子大教授 

馬
遼
太
郎
の
歴 

史
小
説
に
見
ら
れ
る 

歴
史
観
の
特
徴
は
と 

い
え
ば
、
い
わ
ゆ
る 

「
明
る
い
明
治
」
と 

「
暗
い
昭
和
」
と
い
う

二
項
対
立
史
観
に
あ
る
と
い
う
の
が
一
般

的
評
価
で
あ
る
。
し
か
し
、
歴
史
は
連
続
性

を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
「
明
治
」
か
ら
独
立

し
て
「
昭
和
」
は
存
在
し
な
い
。 

司
馬
に
よ
る
「
明
治
」
の
誕
生
の
物
語
を

詳
細
に
追
え
ば
、
そ
れ
と
の
連
続
と
非
連

続
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
彼
に
お
け
る
「
昭

和
」
の
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
は
ず
で

あ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
彼
が
自
ら
の
旺

盛
な
執
筆
活
動
の
原
動
力
と
し
て
述
べ
た

「
一
九
四
五
年
八
月
の
自
分
自
身
に
対
す

る
手
紙
」
と
い
う
言
葉
に
込
め
た
思
い
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。 

2026.3.29（日） 
 

［定員］会場 300人（申込先着順定員に達し次第受付終了） 
※各氏の講演は 70分、シンポジウムは 60分を予定。 

※「動画視聴」は同時中継ではなく、後日の配信（1か月間）です。 
※会場参加の方にも配信動画をお送りします。 
※会場は「自由席」です。 

※参加者には「お楽しみ」があります（会場・動画視聴とも）。 
※施設内では食事ができません。昼食をお済ませの上ご参加ください。 
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